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１．総論 

【総括判断】「管内経済は、緩やかに持ち直している」 

項  目 前回（４年７月判断） 今回（４年１０月判断） 
前回 
比較 

総括判断 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している 

 

（注）４年１０月判断は、前回７月判断以降、足下の状況までを含めた期間で判断している。 

（判断の要点） 

個人消費は、緩やかに持ち直している。生産活動は、電子部品・デバイスが５Ｇ基地局向けなどで好

調となっているほか、生産用機械が海外の設備投資需要を背景に高水準となっているなど、持ち直して

いる。雇用情勢は、緩やかに持ち直している。 

 

【各項目の判断】 

項  目 前回（４年７月判断） 今回（４年１０月判断） 
前回 
比較 

 

個人消費 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している  

生産活動 持ち直している 持ち直している 
 

雇用情勢 持ち直しつつある 緩やかに持ち直している  

 

設備投資 ４年度は増加見込み ４年度は増加見込み  

企業収益 ４年度は増益見込み ４年度は減益見込み  

企業の 

景況感 
「下降」超幅が縮小 「下降」超幅が拡大 

 

住宅建設 前年を上回っている 前年を下回っている  

公共事業 前年度を下回っている 前年度を下回っている  

 

【先行き】 

先行きについては、ウィズコロナの新たな段階への移行が進められる中、各種政策の効果もあっ

て、持ち直しの動きが続くことが期待される。ただし、物価上昇による家計や企業への影響、供給

面での制約、金融資本市場の変動等による下振れリスクに十分注意する必要がある。 
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２．各論 
  

 個人消費 「緩やかに持ち直している」 

スーパー販売は飲食料品が堅調となっており、前年並みとなっている。百貨店販売は身の回り品等が好

調となっており、前年を上回っている。コンビニエンスストア販売は米飯・麺類やカウンター商品などが

好調となっており、前年を上回っている。ドラッグストア販売は新規出店効果のほか、医薬品や飲食料品

が好調となっており、前年を上回っている。ホームセンター販売は天候不順により季節商品等が伸び悩ん

だことから、前年を下回っている。家電販売はエアコン等が低調となっていることから、前年を下回って

いる。乗用車販売は半導体不足等の影響による納車の遅れが続いているものの、前年を上回っている。旅

行は国内旅行が持ち直しつつある。このように、個人消費は、緩やかに持ち直している。 

（主なヒアリング結果） 

➢ 外出機会の増加により婦人服などの衣料品が好調となった。行動制限がなかったため夏休みやお盆の帰省客が増加しお土

産品も好調だった。（百貨店） 

➢ 一度の購買点数を落とし必要なものを必要な分だけ買う姿勢がみられるほか、メーカー品よりも価格の安いＰＢ商品への

シフトがみられる。（スーパー、中小企業）  

➢ 外出機会の増加に夏のイベント効果も加わって、人流が戻ってきており、おにぎりやカウンター商品が好調。（コンビニエ

ンスストア、大企業） 

➢ 感染者数の増加により抗原検査キット・解熱鎮痛剤が好調となったほか、飲食料品では単価の安い商品が選好されている。

（ドラッグストア、中小企業） 

➢ エアコンは８月に天候不順の影響で低調となっているほか、テレビは昨年のオリンピック需要により反動減となった。（家

電量販店、大企業） 

➢ 車種によりばらつきはあるものの納期の長期化は継続している。受注については、新型車投入効果もあって前年を上回るな

ど堅調。（自動車販売、中小企業） 

➢ 第７波の影響がみられたものの、「世間的に旅行に行ってもよい」という雰囲気が醸成されてきており、消費者のマインド

は改善している。（旅行代理店、中堅企業） 

➢ 行動制限がなくイベントや大会が開催されたほか、県民割が実施されたことにより、前年と比較して宿泊客数が大幅に増加

しており、売上げも前年超えとなっている。（宿泊、中小企業） 

 

 生産活動 「持ち直している」 

電子部品・デバイスはスマートフォン向けなどで一部に落ち着きがみられるものの、５Ｇ基地局向けな

どで好調となっている。輸送機械は供給制約に一部で緩和の動きがみられ、持ち直しつつある。生産用機

械は海外の半導体メーカーにおける設備投資需要を背景に高水準となっている。このように、生産活動は、

持ち直している。 

➢ 中国経済の悪化に伴い中国向けのスマートフォン部品が減産となっている。（電子部品・デバイス、中堅企業） 

➢ ５Ｇ通信基地局向けが堅調に推移。特に欧州、中国での需要は高く受注量が増加している。（電子部品・デバイス、中堅企

業） 

➢ 上海のロックダウンによる部品不足が解消したほか、半導体不足も緩和しており、７月以降緩やかな回復傾向にある。（輸

送機械、大企業） 

➢ 海外半導体メーカーが大規模な設備投資を実施しているため、高操業が続いている。（生産用機械、大企業） 

 

 雇用情勢 「緩やかに持ち直している」 

新規求人数が宿泊業・飲食サービス業を中心に増加し、有効求人倍率も上昇している。このように、

雇用情勢は、緩やかに持ち直している。 

➢ 宿泊業・飲食サービス業では、行動制限のない夏において県民割効果により宿泊者数が回復したことに加えて、全国旅行

支援への期待感から、旅館等を中心に求人数が大幅に増加した。（公的機関） 

➢ 足下では物価上昇で家計を心配した主婦やシニアが求職活動を行う動きがみられる。（公的機関） 
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 設備投資   「４年度は増加見込み」（全産業）「法人企業景気予測調査」４年７－９月期 

○ 製造業では、金属等で減少見込みとなっているものの、情報通信機械、輸送用機械等で増加見込みとなっ
ていることから、全体では増加見込みとなっている。 

○ 非製造業では、情報通信等で増加見込みとなっているものの、電気・ガス・水道、鉱業・採石・砂利採取等
で減少見込みとなっていることから、全体では減少見込みとなっている。 

➢ 新規事業のための投資や製造ライン増設等の能力増強投資により増加する見込みとなっている。（情報通信機械、大企業） 

➢ 前年度までの大型投資の反動により減少する見込みとなっている。（電気・ガス・水道、大企業） 
 

 企業収益   「４年度は減益見込み」（全産業）「法人企業景気予測調査」４年７－９月期 

○ 製造業では、輸送用機械等で増益見込みとなっているものの、食料品、電気機械等で減益見込みとなって
いることから、全体では減益見込みとなっている。 

○ 非製造業では、情報通信等で減益見込みとなっているものの、宿泊・飲食で黒字転化見込み、運輸・郵便で赤字幅
縮小見込みとなっていることなどから、全体では増益見込みとなっている。 

 企業の景況感 「『下降』超幅が拡大」（全産業）「法人企業景気予測調査」４年７－９月期 

○ 現状（４年７～９月期）は「下降」超幅が拡大している。先行きは、４年１０～１２月期に「上昇」超に転じ、
５年１～３月期に「下降」超に転じる見通しとなっている。 

 住宅建設   「前年を下回っている」 

○ 新設住宅着工戸数をみると、貸家、分譲が前年を上回っているものの、持家が前年を下回っていることか
ら、前年を下回っている。 

 公共事業   「前年度を下回っている」 

○ 前払金保証請負金額は、県、その他で前年度を下回っている。 

 消費者物価  「前年を上回っている」 

 金融     「貸出金残高は、前年を上回っている」 

 企業倒産   「件数は前年を上回っており、負債総額は前年を下回っている」 

 

３．各県の総括判断 
 前回（４年７月判断） 今回（４年１０月判断） 

前回 
比較 

総括判断の要点 

宮城県 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している 
 
 

個人消費は緩やかに持ち直しており、生産活動は持
ち直している。雇用情勢は緩やかに持ち直してい
る。 

青森県 
一部に弱さがみられるものの、 
持ち直しつつある 

一部に弱さがみられるものの、
緩やかに持ち直している 

 
 

個人消費は一部に弱さがみられるものの、緩やか
に持ち直しており、生産活動は持ち直しの動きに
一服感がみられる。雇用情勢は感染症の影響がみ
られるものの、緩やかに持ち直しつつある。 

岩手県 持ち直しつつある 持ち直しつつある 
 
 

個人消費は緩やかに持ち直しており、生産活動
は持ち直している。雇用情勢は持ち直しつつある。 

秋田県 緩やかに持ち直しつつある 緩やかに持ち直しつつある 
 
 

個人消費は緩やかに持ち直しつつあり、生産活動
は緩やかに回復しつつある。雇用情勢は緩やかに
持ち直しつつある。 

山形県 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している 
 
 

個人消費は緩やかに持ち直しており、生産活動は
持ち直している。雇用情勢は持ち直している。 

福島県 
一部に弱さがみられるものの、
緩やかに持ち直しつつある 

持ち直しつつある 
 
 

個人消費は緩やかに持ち直しつつあり、生産活動
は緩やかに持ち直している。雇用情勢は緩やかに
持ち直している。 

 


